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       ２００７年６月２６日 

中日本高速道路株式会社 

２００７年３月期 決算概要（連結） 

１．業績の概況  当連結会計年度（自 ２００６年４月１日 至 ２００７年３月 31 日） （単位：億円） 

 
２００６年度    
（第２期）    

２００５年度   
（第１期）  

 

 
２００７年度    
（第３期）    
計 画 

営業収益 ６，９０２ ３，５９６  ７，８６７

高速道路事業 ６，３５６ ３，３０３  ７，３６６

（料金収入） ６，１０３ ２，９８０  ６，０２５

（道路資産完成高等） ２５３ ３２２  １，３４１

休憩所事業 ２５７ ２８  ２７４

 

その他（関連）事業 ２８８ ２６３  ２２７

営業費用 ６，７１４ ３，３６８  ７，７６６

高速道路事業 ６，２６０ ３，１０３  ７，３５６

休憩所事業 １６２ ６  １８１ 

その他（関連）事業 ２９１ ２５８  ２２９

営業利益 １８８ ２２７  １０１

高速道路事業 ９６ １９９  １０

休憩所事業 ９５ ２２  ９３ 

その他（関連）事業 △３ ５  △２

経常利益 ２０１ ２３５  ９２

当期純利益 １１６ １１８  ５５

（注）１．２００７年度計画は、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、多分に不確定な

要素を含んでおります。実際の業績は、さまざまな要素により、上記計画数値と異なる可能性があることをご承知お

きください。 

（注）２．事業内容の種類、性質等の類似性、損益集計区分及び関連資産に照らし、以下のように事業区分を行っており

ます。 

 事業 業務内容 

 建設事業 高速道路の新設、改築 

 
高速道路事業 

保全・サービス事業 高速道路の維持、修繕、災害復旧その他の管理 

 休憩所事業  高速道路内におけるサービスエリアの建設、管理及び運営

 その他（関連）事業  
受託事業、トラックターミナル事業、占用施設活用事業、
物販事業等 
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（注）３．２００５年度は、設立第１期にあたり、２００５年１０月１日から２００６年３月３１日までと６ヶ月の期

間でしたので、当期下期と比較すると下表のとおりです。 

                                 （単位：億円） 

 

 

 

 

※第２期（下期）は、通期の決算から中間期の決算を控除したものです。 

２ トピックス 

（１） 高速道路事業 

 

（実施した施策） 

   中部横断自動車道（増穂 IC～南アルプス IC 6.2ｋｍ）１２月１６日開通 

   スマート IC（中央道双葉 SA、北陸道入善 PA・徳光 PA）１０月１日営業開始  

 

（通期業績） 

高速道路事業の営業利益は９６億円を計上 

高速道路事業営業利益は、計画を上回る堅調な料金収入と、暖冬による雪氷対策費の減少 

など道路管理費用が計画を下回ったことが重なって、日本高速道路保有・債務返済機構と締

結した協定で取り決めた道路資産賃借料を差し引いた後、９６億円を計上することができ 

ました。 

   

（２） 休憩所事業 

 

（実施した施策）   

スターバックスコーヒー：東名高速足柄 SA（上り）１０月６日オープンほか４箇所 

  ドナテロウズ     ：東名高速浜名湖 SA１２月１５日オープン 

  コンビ二エンスストア ：東名高速足柄 SA（上り）３月１６日オープン【ローソン】 

              東名高速足柄 SA（下り）３月２３日オープン【ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ】 

  速弁：地元の料亭などに働きかけて開発した高級弁当「速弁（はやべん）」の発売開始 

（東名高速上郷 SA、名神高速養老 SA、北陸道南条 SA の上下６箇所１１月３日から） 

（東名高速港北 PA・富士川 SA・牧之原 SA・浜名湖 SA、中央道談合坂 SA、名神高速

多賀 SA、東名阪道御在所 SA の上下１２箇所３月２１日から） 

（通期業績） 

中日本エクシス株式会社（※）による本格的な休憩所事業の開始により、営業利益は

９５億円を計上 

※2005 年 12 月 8 日に当社の全額出資により設立した中日本エクシス株式会社は、2006 年 4月 1日から事

業開始 

 
第１期 第２期（下期）

営業収益 ３，５９６ ３，５０６ 

営業利益 ２２７ △１１２ 

経常利益 ２３５ △１００ 
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（３）その他 

 

【グループ管理体制の構築】 

   当社は、維持管理４業務（料金収受、交通管理、保全点検、維持修繕）にグループ経営を導

入する方針としています。 

2006 年 9 月 27 日の当社取締役会において、企業の一体化と価値の向上を図るため、料金収

受子会社（当社 100％出資）を設立することを決議し、次の２社を 2006 年 10 月 30 日に設立

し、2007 年 4 月 1日から業務を開始しました。 

    中日本エクストール横 浜㈱ 

    中日本エクストール名古屋㈱ 

    

残る３業務についても、2007 年度内を目標に、交通管理業務子会社２社、保全点検業務子

会社１社及び維持修繕業務子会社４社（いずれも当社 100％出資）により、維持管理業務を実

施することとし、グループ経営を導入することとしています。 

    交通管理業務実施子会社 ２社 

    保全点検業務  〃   １社 

   維持修繕業務  〃   ４社 

 

 

 

 

以 上 

 


